【実践研究報告書要旨】自己変容に向けた教室内会話の検討 : IRE連鎖に着目して by 井出, 悠


















































































るといった会話はまさに IRE 連鎖そのものである。Meahan は，IRE 連鎖が教室内特有の会話構造と
呼ばれる理由として①答えを知っている者が知らない者に尋ねる状況がある，②答えに対しての評価
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がある，③教室内では，会話の主導権が教師のみ，という 3 つを挙げている。この 3 つの点からも分
かるように，教室内では生徒と教師の間で，日常から切り離された特殊な会話が行われていることが





  本研究では，S 県立 S 高等学校の 2 学年 1 クラスの 33 名を対象に，単元「生涯を通じる健康」で
10 時間の保健の授業を行った。そのうち，小単元の 4 時「性意識と性行動の選択」，6 時「結婚生活と










































枠組みに当てはめ 4 つのカテゴリーに分類する。4 つのカテゴリーは以下に示した通りである（表 1
参照）（小池／志々田 2004：13-18）。 
表 1 4つのカテゴリー 
パターン I 学習によって獲得した知識などを全て肯定的に受容する。 
パターン II 自らの前提や経験に照らし合わせながら，新しい知識の価値を判断する。 
パターン III 新たな知識を既有する価値観と折り合いをつけようと，疑問や矛盾を感じながらもがく。 















表 2 変容的学習のカテゴリー分けの結果 
 
4 時 結婚生活と健康 6 時 妊娠・出産と健康 
8 時 家族計画と 
人工妊娠中絶 
パターン I  4 名（12%） 5 名（25%） 4 名（12%） 
パターン II 16 名（49%） 5 名（25%） 11 名（33%） 
パターン III 7 名（21%） 1 名 （5%） 4 名（12%） 
パターン IV 6 名（18%） 9 名（45%） 14 名（42%） 
合計 33 名 20 名 33 名 
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意味パースペクティブの変容にあたるパターン IV に至った生徒は，4 時で 18%，6 時で 45%，7
時で 42%となっており 6 時と 8 時は約半数であった。なお，4 時はパターン II の学習で止まってい
る生徒が 49%と生徒の約半数であった。また，意味パースペクティブの変容に必要なジレンマ（パ
ターン III からパターン IV）に遭遇した生徒は，4 時で 39%，6 時で 50%，8 時で 54%となってお
り， 4 時は 39%と，6 時，8 時と比べて 10%程低い値になった。意味パースペクティブの変容に至

















  以下は，8 時 家族計画と人工妊娠中絶の「人工妊娠中絶に賛成か？反対か？」という課題において，
教師の内省を促すような問いを含む，全体共有が終わった後でのあるグループの話し合いの一部であ
る（表 3参照）。 
表 3 8時におけるグループでの話し合いの内容 
 会話内容 
生徒 A よくわからんけど結局，場合によるんじゃない。 
生徒 B うーん。 
生徒 C それでいいんじゃない。 
このグループは，8 時においてはパターン I もしくは，パターン II の学習で終わっていた。このグ
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